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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：分泌型。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、成長制御に重要な役割を果たす成長ホルモン／プロラクチンファミリーホルモンの一種である。この遺伝子は、他の4つの関連遺伝子とともに、17番染色体上の成長ホルモン遺伝子座に位置し、同じ転写方向で散在している。この配置は、一連の遺伝子重複によって進化したと考えられている。5つの遺伝子は非常に高い配列相同性を示すものの、それぞれ異なる組織で選択的に発現する。このファミリーメンバーは、当初は偽遺伝子と考えられていたが、胎盤絨毛で発現する。実際、選択的スプライシングは、転写産物の大部分が分泌タンパク質を発現できないことを示唆している。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写産物バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
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	A549全細胞ライセートのウェスタンブロット解析では、4～20% SDS-PAGEで分離し、メンブレンを抗CSHL1ウサギモノクローナル抗体でブロッティングした。抗体の検出には、HRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

